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環境省は、本年3月、
CO2排出量の算定においてサプライヤーから直接入手したデータ（「1次データ」）を利用するためのガイドを発刊しました。

「1次データを活用したサプライチェーン排出量算定ガイド」とは

環境省「グリーン・バリューチェーン プラットフォーム」HP
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「1次データ活用ガイド」は、サプライチェーン排出量における1次データの活用がなぜ重要なのかの解説に重点を置き、
1次データを活用した排出量算定の具体的な考え方・手順が示されています。

「1次データ活用ガイド」の概要

1次データ活用の重要性を算定初心者にも分かりやすいよう丁寧に説明

1次データを活用した排出量算定の具体的な考え方・手順を説明

1次データを活用する場合の、第三者保証を受ける際の留意点を記載



© 2025 NTT DATA Corporation

「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン」の別冊としての位置づけ。
GHGプロトコルのScope3基準と整合しています。

「1次データ活用ガイド」の位置づけ

整合

関連
（必要に応じ参照）

GHG Protocol Corporate Value Chain (Scope3) 

Accounting and Reporting Standard

バリューチェーン全体の脱炭素化に向けた
エンゲージメント実践ガイド

業界別のサプライチェーン排出量算定や
1次データ活用に関するガイダンス等

サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に
関する基本ガイドライン

1次データを活用した
サプライチェーン排出量算定ガイド
（通称：1次データ活用ガイド）

本ガイド
別冊
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対象とする活動はScope3排出量算定に取り組む企業による1次データ活用です。

「1次データ活用ガイド」の対象とする活動
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ガイドの主な対象はカテゴリ1（購入した製品・サービス）。

「1次データ活用ガイド」の対象とするカテゴリ

区分 該当する排出活動（例）
1 購入した製品・サービス 原材料の調達、パッケージングの外部委託、消耗品の調達

2 資本財
生産設備の増設（複数年にわたり建設・製造されている場合には、建設・製造が終了した最終年

に計上）

3 燃料及びエネルギー活動
調達している燃料の上流工程（採掘、精製等）

調達している電力の上流工程（発電に使用する燃料の採掘、精製等）
4 輸送、配送（上流） 調達物流、横持物流、出荷物流（自社が荷主）

5 事業から出る廃棄物 廃棄物（有価のものは除く）の自社以外での輸送、処理

6 出張 従業員の出張

7 雇用者の通勤 従業員の通勤

8 リース資産（上流） 自社が賃借しているリース資産の稼働

9 輸送、配送（下流） 出荷輸送（自社が荷主の輸送以降）、倉庫での保管、小売店での販売

10 販売した製品の加工 事業者による中間製品の加工

11 販売した製品の使用 使用者による製品の使用

12 販売した製品の廃棄 使用者による製品の廃棄時の輸送、処理

13 リース資産（下流） 自社が賃貸事業者として所有し、他者に賃貸しているリース資産の稼働

14 フランチャイズ 自社が主宰するフランチャイズの加盟者のScope1、2 に該当する活動

15 投資 株式投資、債券投資、プロジェクトファイナンス等の運用

その他（任意） 従業員や消費者の日常生活



本ガイドで解説されている「1次データ」とは何かについて御説明します。
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排出量は通常、活動量×排出原単位の計算式で算定します。

Scope3 排出量の算定方式

活動量 排出原単位×

購入した製品の個数や
重量、金額など

活動量あたりの
CO2排出量

例
カテゴリ1（購入した
製品・サービス）
の場合

• 購入したPCの台数

• 購入したPCの総額

• 0.452 t-CO2 /台

• 3.37 t-CO2 /百万円

排出量 ＝
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排出原単位には、「1次データ」と「2次データ」があります。

「1次データ」と「2次データ」
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「2次データ」は、環境省や民間団体からデータベースが提供されています。
排出原単位は、業界平均値やサンプルで、サプライヤーに関係なく同種の製品であれば同一の値です。

「1次データ」と「2次データ」
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一方で、「1次データ」は、サプライヤーから提供を受けた固有の値です。
サプライヤーによる削減努力や排出量の少ないサプライヤーへの切り替え等の効果が反映可能です。

「1次データ」と「2次データ」
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1次データの活用が拡がれば、サプライヤーエンゲージメント（働きかけ）も機能します。
（サプライヤーが削減すれば自社の削減にも繋がるため）

「1次データ」と「2次データ」

サプライヤーへの削減要請 サプライヤーの選定

自社サプライヤー

排出量

Scope3
カテゴリ1

排出量

削減要請

削減効果
を取込

自社

サプライヤーA サプライヤーB

排出量

排出量

排出量が小さいサプライヤーを選択



© 2025 NTT DATA Corporation

1次データ活用の取組がサプライヤーエンゲージメントを通じてサプライチェーンの上流まで連鎖していくことで、
削減努力が下流まで波及することになり、社会全体での排出削減が促されます。

「1次データ活用ガイド」の目指す世界

原料採掘
事業者

素材製造
事業者

部品製造
事業者

製品製造
事業者

販売事業者

素材製造
事業者

部品製造
事業者

製品製造
事業者

販売事業者

削減

製品製造
事業者

削減効果の波及

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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1次データの活用は、算定の国際ルールであるGHGプロトコルでも、優先的に利用すべき旨が記載されていますが、
データ入手のハードルの高さから、まだ広く一般的に利用されるには至っていません。

GHGプロトコルでの「1次データ」の位置付け

GHGプロトコル Scope3基準

一般に、企業は、優先度の高い活動に対して、高品質の1次データを収集すべきである。パ
フォーマンスを最も効果的に追跡するために、企業は、GHG（温室効果ガス）削減の達成を
目指して対象とするスコープ3活動について、サプライヤーやその他のバリューチェーンパートナーか
ら収集した1次データを使用すべきである。
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1次データの活用は、今後のサステナビリティ情報開示基準のスタンダードとなる
IFRS基準でも優先的な使用が規定されています。

IFRS基準での「1次データ」の位置付け

IFRS S2（気候関連開示）



ここからは、本ガイドで解説されている

2種類の「1次データ」について御説明します。
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1次データには、「製品ベース排出量データ」と、「組織ベース排出量データ」があります。

1次データの種類

1次データ 2次データ

業界平均値やサンプル

組織ベース排出量データ製品ベース排出量データ

活動量 排出原単位×

購入した製品の個数や重量、
金額など

活動量あたりの
CO2排出量

排出量 ＝

サプライヤー固有の値
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「製品ベース排出量データ」は、サプライヤーの特定の製品（例：PC）の製造による排出量を算定したもの。
「組織ベース排出量データ」は、サプライヤー企業全体等※の排出量。

1次データの種類

製品ベース排出量データ 組織ベース排出量データ

CO2排出量 ○○t-CO2/台

PCサプライヤー A社

CO2排出量 ○○t-CO2

※ 生産ラインレベル、施設レベル、事業単位レベル
等の粒度あり
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このうち、「組織ベース排出量データ」は、サプライヤー企業全体での排出量であるため、
自社の購入したPCの製造によるCO2排出量とみなすには、何らかのロジックで配分する必要があります。

1次データの種類

製品ベース排出量データ 組織ベース排出量データ

CO2排出量 ○○t-CO2/台

PCサプライヤー A社

例：
A社全体のCO2排出量 100t-CO2

A社の総売上100億円のうち、我々が購入したのはPC1億円分
よって100t×1/100＝1t が我々の購入したPCの排出量
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算定ルールであるGHGプロトコルでは、製品の排出量をより正確に反映する
「製品ベース排出量データ」を「組織ベース排出量データ」よりも優先的に利用すべきとされています。

「製品ベース排出量データ」と「組織ベース排出量データ」どちらを使うべきなのか？

製品ベース排出量データ 組織ベース排出量データ

CO2排出量 ○○t-CO2/台

PCサプライヤー A社

CO2排出量 ○○t-CO2

当該製品（例：PC）の排出量をより正確に反映している（製品固有性が高い）
ただし、製品あたりの排出量を把握するのはハードルが高く、実施できるサプライヤーは少数
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一方、「組織ベース排出量データ」は、サプライヤーの会社全体での排出量が算定されていれば、
サプライヤー固有のデータ（1次データ）として自社の算定に活用することができます。

「製品ベース排出量データ」と「組織ベース排出量データ」どちらを使うべきなのか？

製品ベース排出量データ 組織ベース排出量データ

CO2排出量 ○○t-CO2/台

PCサプライヤー A社

CO2排出量 ○○t-CO2

サプライヤーの会社全体での排出量データがあれば1次データとして活用可能
ただし、様々な製品が混ざったサプライヤー企業全体の排出量を配分するため、精度は低くなる
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1次データ活用ガイドには以下のように記載されています。

「製品ベース排出量データ」と「組織ベース排出量データ」どちらを使うべきなのか？

サプライヤーが Scope1,2,3 の算定に取り組んでいる場合は、組織ベース排出量データの方が、総じて
入手しやすいと言えます。Scope1,2,3 排出量のデータが公表されている場合は、 個別に開示を依頼
する必要がないため更にハードルは低くなります。将来的には製品ベース排出量データが上流から下流
まで共有されるのが理想的ですが、2030 年までの削減に向けた一刻も 早い取組が求められる中で、
Scope3排出量算定事業者は、製品ベース排出量データが現状入手できない場合、組織ベース排出
量データに基づく 1 次データの活用から取り組み、徐々に製品ベース排出量データに基づく 1 次データ
の割合を増やしていくといった対応も有効な選択肢です。



最後に、1次データを活用する際の留意点についてお話します。
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ガイドでは、排出量算定企業がサプライヤーから入手したデータの品質を評価することが推奨されています。
そのために、以下のような情報の共有を依頼することが望ましいとされています。

1次データを利用する際に入手した方が良い情報について

項目 説明

保証・検証の有無 当該1次データが第三者保証・検証を受けているか否か（保証・検証の対象・範囲を含む）

バウンダリ

算定対象に含まれるプロセス

※組織ベース排出量データの場合は、算定対象に含まれるScope及びScope3カテゴリ

※Cradle-to-Gateになっているかを確認する

除外項目・カットオフルール
算定範囲から除外された項目や活動、またはその判断基準（例：全体の排出量に占める割合が〇%

未満等）

依拠した算定スタンダード 排出量算定において使用した基準や指針

算定対象期間 算定対象となった期間（年度や暦年等）

地理的範囲 対象とする地理的エリア（例：特定の国、地域、または事業所等）

（組織ベースの場合）Scope1,2,3の内訳 Scope1,2,3（各カテゴリ）の排出量の内訳

使用した活動量の種類 金額（財務データ）、物量等

使用した排出原単位 GWP、2次データDB（IDEA等）

1次データ比率 当該1次データの算定にあたり、さらに上流のサプライヤーから直接入手したデータが用いられた割合

その他 排出量データにカーボン・クレジットによるオフセットが含まれていないかどうか

第三者保証・検証を受けようとする場合、当該1次データの正確性・完全性等を自社で保証・検証機関に示す必要あり



ありがとうございました
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